
英学再事始－新たなる時代へ向けてー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　（その１）「読む」と「解読」とについて

上　田　見
一

一

　　１　はじめに

　明治以降，我国の西洋文明吸収に果した英学（ここでは，汎く英語による学問を指し，必ずしも

英語学・英米文学に限らない，）の役割の大きかったことについては，言うまでもない，それは，

質及び量の点てスケールが達うかも知れないが，中国文化・文明の吸収に果した漢学の貢献に比す

ることができよう．もちろん，フランス語．ドイツ語（特に医学分野）等の英語以外の外国語が，

分野によっては，英語以上に重要視されてきた事実を無視することはできない，しかしながら，一

般的に言って，英語は最も代表的な西洋語のひとつであり，同時に，最も国際語の性格を有する外

国語である，

　これから先国際的に生きていくことがますます必要とされる我国にとっては，この゛国際語″で

ある英語は，母国語である日本語に次いで重要であると言って過言ではないであろう．事実，英語

は中学校で謳もが学び，さらに進んで高校・大学教育を通じて教えられる，英語と全く縁のない日

本人は，少なくとも学校時代は，全くいないと言えるし，およそ『英語の先生』と呼ばれる人々の数

は，英国のそれよりも多いと言われているのは周知の事実である.世はまさに゛英語時代″である．

　ところが，学校教育を通じて国語や数学（少なくとも中学・高校時代は）に劣らず力を入れて教育

されているはずの，この外国語は，結果としては，極めて少数の日本人によってしかマスターされ

ていないのが，゛悲しい現実″である，少なくとも，費した時間と労力に見合う成果としては，ま

た，学校時代はかなりの成績をあげた人達も，実際に英語を゛ことは″として使うという状況下で

は，『学校英語は通じない，』というショックに似た気持を持つに至ることが少なくないことは，

これもまたよく指摘される事実である，いわゆる「学校英語」がいわゆる「役に立つ英語」として

はいかに信用されていないかについては，各種のいわゆる「英会話学校」（英語学校と呼ぶ学校は，

筆者は知らない，）に通っている生徒の実情を観れば，最も手っとり早く理解できるであろう，筆

者もこの種の学校で教えた経験かおるが，この「学校英語」の゛卒業生″が多かったことには，い

つも驚かされたものである．中には，゛現役の″英文学科専攻生（それも一流の大学の）を見かけ

ることも少なくなかった，

　これらの゛元「学校英語」学習者″に共通して言える点は，読んだり書いたりする勉強は，学校

時代に゛うんざり″する程やったので，こんどは「役に立つ」英語を身につけたいと望んでいる点

である，「役に立つ」英語を身につけるには，英語の中でも゛別の世界″と考えられている「英会

話」を勉強しなければならないとする認識である，しかしながら，この相当に図式的な認識は，そ

れなりに当面の問題を解決する能力をある程度は持ってはいるか，本質的には誤れる認識と言わね

ばならない，そして，この゛誤れる認識″こそが，彼等が言うところの「役に立つ」英語さえも，

結局は十分ものにすることが出果ない結果の大きな原因のひとつになっているのである．では，い

かに゛誤れる″のかＴ　二つの最も本質的な問題が存在する．
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　先ずなによりも，読む・書くことのアンチテーゼとしての「英会話」などというものは，多くの

　゛元「学校英語」学習者″が考えているようには，言語学的には存在し得ないという真理を指摘し

なければならない．詳細な説明は省略して，これら多くの゛誤れる認識″者達にも誤ることなく理

解してもらうために，この認識に基いた文法上正確な日本語を連続していくつか書いてみることに

する.

　→『私は英語は読んだり書いたりは出来ますが，話すことは出来ません，』

　→『先生（＝筆者）は，こんなこと尋ねて失礼ですが，話す方も出来ますか？』

　→『近く，（話者==英文学者が）アメリカヘ留学するので，泥縄だが会話の勉強を始めたョ，キ

ミ．（英語教師が）全然話せないんじゃ，やっぱり恥かしいからねエ，キミ，」

以上はすべて筆者が実際に聞いた友人や知人の日本語である，毎日，日本中で，日常的に用いられ

ている日本語でもあろう，問題は，この種の日本でばごくありふれた″表現の基底に，本来英語

を「話す」世界と英語を「読む・書くレ匿界ば別もの″であり，かつ，前者なしに後者が存在し

得ると信じている認識が横たわっているという事実である．日本語の場合を考えてみれば，誰でも

容易に理解できることであるが，「読み・書き」の出来る人で「話す」ことが出来ない人が，はた

して居るだろうか？　もし居るとすれば，それは聾唖者であり，そうでなければ，極めて極めて異

常な言語障害者であろう，“l can read and write, but l can not speak English.”－これは

日本人のインテリがよく使うセリフであるが，これを聞いた相手の外国人は，大なり小なり不思議

そうな表情を見せる，

　次に，「役に立つ」英語の認識であるが，はたして［話す］世界だけが，彼等の考えているよう

に，「役に立つ」のであろうか？　逆に言えば，F学校英語」の主体であった「読み・書き」は

　「役に立つ」ことはないのか？

　答は自明である，大多数の日本人が英語という外図譜を学ぶ現在でも，大多数の日本人はその外

国語を「話し」て「役に立」たせる必要性を持ってはいないのである．母国語である日本語以外の言

語でコミュニケートする必要性を持っている人の方が，比較にならない程少数であるからである，

これと対照的に，英語を「読み・書き」（特に「読み」の方は）することは，外国人を見かけるこ

とすらめったにない日本人でも，「役に立つ」はずである．もじ出来れば″，特に，「書く」能

力について言えば，もじ出来れば″，これは「役に立つ」能力であるばかりか，まさに゛すばら

しい″能力と言える．

　要するに，゛出来ない″からこそ，実際には「役に立つ」ことの少ない（よく言われる「死んだ」）

　「学校英語」に終ってしまうだけなのである，

　先に，美学の゛先輩″として漢学をあげたが，漢文の学習（これは，後に述べるように，質的に

違う性格が強いけれども）が少なくともそれに費した時間と労力に見合う成果をあげた事を考える

と，これまでの，いや今日の英語教育は全く　゛なさけない″と言わねばならない．何と言われても

これだげ大さわぎ″して，これだげ出来ない″人間を火星に送り出してきたのだから，弁解の

余地はないであろう，

　　゛弁解の余地″はないが，研究の余地は大いにある，

　　「英文学」を専攻し，現在それを大学で教えている筆者が，何故に本橋で本題を論じるかと言え

ば，それは極めて単純な論理になる．即ち，英文学を研究するためには，何よりもまず，英語か読

めなければならない．それも短時間で大量に．しかし，現実は，なかなが読めない″，それも長

時間で少量しか．読めなければ゛お話しにならない″のであれば，読めるようにするためには如何

にしなければならないか研究しなければならない，それには先ず，「読む」とは何かー一一これから

始めねばならない，ここから事を，英学という事を再び始めねばならない．
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　２　認識の曖昧さ；区別概念の必要

　前述のごとく，最も多くの日本人に最も「実用」（実際に役に立つという意味で）である英語の

アスペクトは，実は「続む」である，いかに交通戦闘（特に飛行戦）の目を見はる発達によって世

界が狭くなったとは言え，一般の日本人にとっては，英語という外国語は，よほど知的生活に対す

る志向性の強い稀な人達を除けば，その［生活］のレペルでば用のない″言語であると言える．

言い換えれば，英語に文字どおり゛用のある″日本人と言えば，それは「生活」ではなく「仕事」

の上で莫語が必要である人々を指すことになる，諸々の職種が考えられるが，その最たるものは，

英語教師である，その教の非常に多いことはすでに述べた，次に，英語が仕事の上で（程度の差は

あっても）役立っている人々，これには大きく分けて，英語を話すことが土として「実刑」である

グループと，「続行」ことが「実用」であるグループ，さらにI而技能が「実用」であるグループの

三グループが存在する．第一のグループについては，目本の諸企業が国際化するにつれて，年々ま

すます増えているであろうが，自分の仕事に話すことが決定的要素として存在する職業の種類とそ

れに従事する人の絶対数は比較的少ないと考えられる，第二のグループは，書かれた英語から自分

の職業に役立つ情報を得る職種を指すが，これはさらに分類すると，利潤追求の゛商売派″と学術

・研究目的の゛学問派″とに二分される，前者については，この種の仕事を専門に処理するセクシ

ョンかおるが故に，その人数も限られる．問題になるのは，後者である，研究等の目的で外国語の

書物・文献等から情報を得る必要のある場合，口頭コミュニケーションが通訳を身近かに置くこと

で可能であるのに対して，どうしても自力でやるより他に方法がない場合が多い．もちろん，翻訳

という方法があるか，通訳と違って，身近にいて助力を願うことは不可能であり，翻訳書が出版さ

れるのを待たねばならない，しかし，研究対象が専門的になればなる程，翻訳の迅速さはもとより

翻訳自体が期待できない場合が少なくない．従って，専門的研究者の多くは，外国語の古物を続む

際は，奸むと好まざるを問わず，自ら翻訳者の役を演じなければならないし，現実にそうしている

のである，それも，゛涙ぐましい″という形容が当てはまる場合の多いことは，筆者も公的・私的

経験から自信を持って言える.例えば，大学院の学生が特に専門的でもない英文の数ページ（即ち，

普通の頭を待った英米の高校生なら10分もあれば正確に読める量）と，一晩かかってまさに゛格闘″

している姿は，゛涙ぐましい″以外の何ものでもない，第二のグールプのこの゛学問派″の数は，

研究者の卵である学生まで含めると，相当に多い，しかも，高等教育の普及によって，この数はま

すます増大することが予想される.筆者が最も問題にしたいのは，（英語で゛めしを食っている″英

語教師集団はもちろんのこと，）実はこの人数の意外に多い研究者集団である，第三のグループの

人数も相対的に限られたものである点を考えると，一層これら二つの集団が問題になってくる．

　この各種研究者から或る集団は，今までみてきたように，その人数に於て，英語を「実用」とす

る他のグループと比較にならないと言えるし，次に，その「実用」性の特性は，何よりも「読む」

という点にある，高等教育在学中の研究者の卵達も含めて，かくも多くの日本人が，程度の差こそ

あれ，自分の専門に関する英語で書かれた書物等を「続む」ことを余儀なくされており，しかも，こ

の「続む」という技能が，英語の他のアスペクトにもまして「実用」であるという事実に，英語教育

関係者はより注意を払うべきである．筆者は，この点はいくら強調しても強調しすぎることはない

と確信する，

　「実用英語」という用語が最近よく用いられるが，この場合の「実用」は，従来の文法・訳読中

心の「学校英語」のアンチテーゼであり，イメージとしては’ペラペラしゃべる″像に基づいてい

るようであるか，この゛ことは″もかなり不正確なものである，今まで考察してきたように，英語

という異国のことばを゛しやべる″即ち話すということは，我々日本人にとっては通常の「生活」

のレ４ルでは，ほとんど無縁のことである，この意味に於て，「話す」英語は世の人々が考えてい
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る程には「実用英語」ではないのである，確かに，従来の「学校英語」が役に立つ英語であるとは

いろいろな意味で言い難いが，だからと言って，そのものの構成要素である文法・訳読の自動的な

アンチテーゼとして，゛しゃべる″英語を設定し，これを以って「実用英語」とするのは，一見自

然なように見えるが，その実，現実的ではない，何か「実用」かは現実が決める問題である，

　恐らく，英語の“practica1 English”の訳加もしれないが，この英語自体が，“Englishcon-

versation”や“free discussion” 等と同様に゛度な英語″である，度な外人ならぬ゛変な英語″で

ある，Englishと言えば，それが現代語である性質上，practica1であるに決っており，conver-

sationと言えば，その言葉か英語である以上，わざわざ゛英語の″と言う必要はないし，“discus-

sion”はその本来の性格上“free”なものに決っている．生成変形文法（特に，いわゆる拡大標

準理論）は「焦点」，「前提」という概念を用いてこれらの英語が英語として成り立つことを説明す

るが，いずれにせよ，普通の゛ことば使い″ではない，

　ここでChomskyを持ち出すのは，当面の目的上それこぞpradica1”でないので，控えるが，

筆者が強調したいのは，一般の日本人にとっては，国際化時代とは言え，英語という異国の言語が

　“pradical”である場合は非常に少なく，それが“pradica1”な言語として必要な人は数の上で

限られているし，その限られた人々の大多数にとって，英語のどのアスペクトがpractica1”か

と言えば，それは「読む」というアスペクトであるという厳然たる事実である.

　「読む」英語の「実用性」については，問題点が明らかになったと確信する，次に，その最も「実

用性」の高い「読む」ことが何故にかくも難しいのかという問題について考察してみることにする，

　多種の問題が存在するが，最も根源的でありながら最も見過ごされている問題点を指摘すること

から始めよう，それは，いわゆるに起用英語」と呼ばれている英語が実際は必ずしも「実用」では

ないのと同じように，「読む」という言葉の下で行なっている行為の多くが，実は「読む」という

よりは何か他の言葉で表現された方がより正確に表現され得る行為であるという点てある，我々は

通常日本語を「読む」というのと同じように，英語を「読む」と表現するが，この二つの「読む」

には，言語学的に見て大きな違いがある，しかも，本質的な違いｶ気

　我々はみな，母国語の音声と意味を結びつける能力を所有している，即ぢことは″という音声

を耳で聞けば，同時にそればことは″の「意味」と結びつく．次に成長して文字を学ぶようにな

ると，文字は本来「音声」であるところの゛ことは″を表わすものとして機能する，即ち，真の

　「読む」という行為は，「同時に」意味を把握するという行為に他ならないものである，この「同

時性」こそが，真の「読む」行為の本然的特質である．言い換えれば，この「同時性」を持たない

ものは，たとえ良く似たものであっても，真の「読む」ではない．

　それでは，読んだけれども「同時に」意味が握めない場合一一一実は，我々が外国語を読む場合に

はよくあることだか一づこは，これは一体何物と言えるのであろうか？

　実は，これこそが問題の中の問題″とても言える重要な点てあるが，かかる言語学的現象は，

厳密な意味で［読む］ではない，似而非なるものである．人間は普通，自分の母国語で自分の言語

生活を満足させるが故に，このような言語学的事件に遭遇することは種である，従って，これには

　「読む」という用語ほど一般化された用語がない．あるのは，「読む」という言葉が表現として明

らかに妥当性を欠く極めて極端な場合のみである，付加うじゃうじゃした″，゛わけのわからな

い″文字の連続を，母国語を読むのとは比牧にならないほど長詩開かけて読み意味を握もうと努力

する行為-これには，昔からこれに゛ふさわしい″言葉があった，即ち，「解読」という言葉で

ある．これになると，「読む」とは似てもつかぬイメージを与えてくれる，問題はこの中回に存在

するものである，「同伜詮」は伴なわないが，結果的には（その程度の差はあるにしても）意味を

握める作業を何と呼んできたかT
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　　「訳す」，「翻訳」という言葉かおる．然しながら，ここで注意しなければならないのは，これ

らは本来関係両国語を゛自分の言語″にしてしまっている人の行う行為を表現するもので，文字は

認識できたにもかかわらず意味はなかなか把握できない人のそれを指すものではなかった，しかし

他により適切に表現する言葉がなかったが故に，これらの言葉で言ってみれば゛間に合わせ″てき

たのである，従って，「この英文を訳（翻訳）せ,」という場合には，二通りの意味が考えられる，

即ち，英文が「読める」が故に「訳す」場合と，英文が英文としては「読め」ないが故に「訳す」

場合とかある．゛読めるが故″ど読めないが故″とでは，似ているどころか正反対である．

　それぞれの言葉の意味を正確に理解し，用いるたびに，その真の意味をたえず意識していれば，

問題は少ないのであるが，実際は，人間は同じ言葉を用いられると，同じ意味に取りがちである．

これは当然のことであり，ここから新しい問題が生じてくる．つまり，「同時性」を伴なった真の

意味での「読む」も，「読む」ことが出来ないが故に「訳」して読む場合の「読む」も，同じ「読

む」という日本語で表現されるのである．本質的に異なった言語学的行為に対して，同じ表現が用

いられたのであり，その結果として，本質的に同じ行為もしくは似た行為を行なっていると考える

ことはあっても，本質的に異なる行為をしていると意識することは非常に稀になってくる，前述の

　『英語は読んだり書いたりは出来ますが，話せません，』という日本のインテリの言葉が，このこ

とをよく表わしている，必ずしも彼等を責める訳にはいかないことが，ここまで考察してくれば自

然と明らかになってくる．言葉の方にも責任かおるということである，即ち，同一の言葉を使え

ば，異質意識が稀薄になるのは無理もないことである．

　似てはいても本質的には違う行為であるならば，同一の言葉を使うよりは，本質的に全く違うこ

とが明確に表現される別の言葉を使う方がより科学的であるという事は何人も否定できない，この

意味から，筆者は「解読」という言葉を替りに使うことを先ず提唱したい，若干゛大げさ″な響き

がしないこともないが，少なくとも，違うものを同じように呼ぶよりは良いであろうし，とかく自

分には甘くなりがちな人間に対して，過大評価を戒める効果も考えられる，（以後，この意味で

　「解読」という用語を使うことにする，）

　詰まる所，「読」んでいるのか「解読」しているのかー－それが問題だ．

　西方をめざす船が結果として西方へ到着するのは，本船は西方へ航行していなければならないと

いう認識と，さらには，北は西でなく，南も西でないのは言うまでもなく，西北西や西南西でさえ

も，西に近いがあくまで西ではないのであるという認識が，前提として存在するからである，この

前提認識か少しでも正確性を失う時，船は西へ到着することを期待できない．

　これと同様に，「読む」ことをめざす人々は，まず「読む」ことをめざし続けねばならないと同

時に，「読む」とは何かを出来る限り正確に把握していなければならない．似佐井なるものも「読

む」と認識してしまえば，その船同様目的達成はおぼつかないであろう，（以下，「同時性」を伴

なった真の意味の［読む］をＲ，「解読」をＤと賂すことにする，）Ｒをめざす学習者は，ＤはＤ

であって，あくまでＲではないという明確な区別概念を持つことが先ずなによりも必要である，こ

の意味で，日本の英語教育は大いに反省しなければならないであろう．ＲなのかＤなのか．それが

問題だ，

　３　「解読」；そのメリット

　今日では，学校の英語教育の大半を事実上占領してきたＤは，゛罪人視″されることが屡々ある

が，我々はこのＤの持つ一般的メリットと実績を忘れてはならない，決して英語を母国語のように

　゛自分のことは″にした訳でもない明治以降の諸々の研究者・学者が，それにもかかわらず，西洋

の文明を英語を通じて吸収してこれたのは，他でもない，このＤのお陰であった.
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　Ｄの強みは，Ｖ（＝語彙）とＧ（＝文法）の二要素さえ満足であれば，何んとか成り立つ点にあ

る．Ｖは辞書があれば済むし，Ｇは文法書があればよい．あとは，要するに熟練の問題である．Ｖ

が記憶されている度合と，Ｇの習熟度に比例して，Ｄの能率は上がる．さらに，Ｄは母国語へ結果

させる行為であるからして，結果した訳文が意味を成すか成さざるかは，Ｄ者に判断能力がある．

従って，意味を成さない訳文に結果している場合は，「訳しなおす」作業を，意味を成すまで繰り

返せばいいのである．

　漢文は，中国語の文章を（古典的で文語のものがほとんどではあったが），外国語としてマスタ

ーすることはしないで，Ｄにより日本語として処理するという日本人のすばらしい発明であった，

表意文字という特殊性はあったにせよ，当の中国ではそれぞれの文字が何と発音されるかについて

は関知せず，もっぱらＤに徹して効果を上げた．紅顔の少年にして，一級の古典を我が教養とする

ことが出来たのは，このＤの効用である，もし従来の学校英語教育のごとくＤ以外にも｀中途半端″

な努力を傾ける伝統が存在していたならば，漢文教育はあれほどの成果をあげなかったに違いない

のである．何よりもＤで押し通した所に成功の原因かおる，

　これに似たＤの成功例が最近英国の大学から報告されている?）それも我が日本語の学習・教授に

関してである，日本の特許庁から送られてくる専門書類を英語にＤする技能者を実験的に養成する

プログラムである．報告によれば，三ケ月という所期の時間で一応の成功をおさめたとされてい

る．日本語がＲできる能力はＤよりも高等なものであるが，そ･れだけに莫大な時聞かかかるため断

念し，そのかわりに，言ってみれば’当たらずとも遠からず″の英文に直せる技能者（もちろん英

国人の）を短期集中方式で養成したという訳である．何よりも興味を待ったのは，このプログラム

の名称に，他ならぬ「解読」という語を使っている点である．ＲとＤの区別概念の上に成立したＤ

の集中訓練の大成功である，心から拍手を送りたい気持である．

　次に，筆者自身もこれに似た実験を個人の単位で試みた体験があるので,簡単に触れておきたい．

対象は全く未知のロシア語，目標は逆Ｄの方法でロシア語の手紙を出来るだけ文法上正確に書き，

次にその返事を日本文にＤすることであった．第一にロシア語のアルファペットの学習，これは思

ったより楽で，５時間ほどで全体像を握めた．次に゛にわか憶え″の文字の有機的結びつきを理解

するために，露和辞典を引く訓練へ入った．一晩かかってしまったか，どのような単語でも，何と

か辞書の中に見つけ出す自信を待った．｀本来の姿を変えた″語（動詞の活用や名詞の語尾変化等

をチェックするのは大変なことだが，文法はＤする際にひとつひとつチェックする程度に慣れるこ

とは可能であった，広島でたまたま遇った旅行中のソ連の作家に，何か月もたってから急に思いつ

いたように試みた実験であったが，手品師のようなトリックに満ちた方法で何とか正確と思われる

手紙を書き上げ，投函した．返事を手にした私は，さっそくロシア文をＤしてみて驚いた，彼が私

がロシア語をかくも短期間にマスターしたことに驚いているという意味のことが書かれていたから

である，それは一種の外交辞令と解したが，その先をＤし続けていくうちに，この作家は本気であ

る，即ち完全に私の逆Ｄのトリックに引っかかっていることを認めた．作家は次のような意味の文

を続けていたからである．石川達三の『戦争Jという作品が「バイカル誌」に載ったが，この種の

日本の作品を翻訳して送って欲しいｰと，筆者は思わず吹き出したが，同時に，短期養成のＤの

魔力といつまでたっても゛本物″の域にはなかなか達することのないＲの不可解さについて考えさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）せられたのである．（この記念すべき手紙は，一種の註として稿来に載せておく，参照されたし.）

４　「読む」とは；初原的認識への回帰

では，Ｒとは一体何であるのか？

Ｄの構成要素かＶ・Ｇであることについては，今までの考察で明らかであるが，Ｒのそれはどの
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ように表現されるのであろうか．右のfig. 1 を参照されたいが，Ｓ

は「音声」を，Ｔは「時間」という要素を表わし，（この筆者の提

唱したい一種の公式は,）「VGuponST」と読む，Ｔの上に成り

立つＳ，さらにそれ全体の上に成立するＶ・Ｇという関係であり，

Ｖ・ＧだけでＤか可能であるのに対して，ＲはそのＶ・ＧがＳＴの

上に成立していなければならないという本質的な性格を持つ．Ｓは

本来特定のＴ（即ちスピード）を持つものであるにもかかわらず，

あえてＴを強調したのは，このＴこそが最大のカギを握っているか

らである．

　ひとつひとつの単語が比較的正確に声に出して読め，聞いていた

教師はそれだけで意味がつかめるのに，当の本人ばサッパリ″意

∇Ｇ
⊆三5

工
Flg.　1

味を解していないということが，英文学等を教えていて時々起こるが，これはその学生（生徒）は

まだＴを伴なったＳが出未ていない，即ちＲは未完成で，内容理解はＤにたよることを意味する．

　先にＲのＲたる存在理由は「同時性」にあると述べたが，同じ文章でも黙読と朗読とでは，この

　「同時性」の時間が違ってくる．（ここでは，書かれている「内容」の読むスピードに与える影響

については論じないことにするが，）普通，朗読のスピードは，本を読むスピードとしては遅いの

であるが，このスピードでさえも英文の意味が正確に伝わらないとすれば，その人はＲしていると

いうよりＤしていると言わねばならない．従がって，ＳＴは，具体的には，「遅くとも，ゆっくり

声に出して読むスピード」を指すことを意味する，さらに，ゆっくり声に出して読むことは即ちゆ

っくり著者の立場で語る（＝話す）ことである．とすれば，ＳＴは，話せるという能力がなければ

成り立ちにくいということになる．ここまで論じてくれば自明の真理として，このVGuponST

とは，読むというアスペクトから観れぱＲのことであるが，これは他でもなくＬ（==言語）そのも

のの姿である点が重要になってくる．換言すれば，Ｒとは他でもなくＬそのものであり，ＤがＤだ

け訓練することによって大きな成果を生むことが可能であるのに対して，このＲはＲだけ独立して

考えることは出来ない性格を持っているのである，Ｒを本当に身につけるためには，Ｌを本当にマ

スターしなければならない．

　結局，極めて初原的な認識へ回帰してきた訳であるが，この認識の上にすべてをやり直す必要が

あることを強調したい．

　５　結論；具体的対策の必要性

　本稿では，真の「読む」とは何かという問題を，そのアンチテーゼとしての「解読」の本質を究

明することを通じて考察してきたが，これからの英語教育に於ては，次の点が最も重要であること

を再度強調したい，

　Ｄ　最も実用的である「読む」分野が今までにも増して重要視されねばならない.

　2）本当に「読む」ことが出来るようになる為には，英語そのものが「自分のことば」にならね

ばならない.

　3）中途半端に教育するぐらいなら，むしろ「解読」に徹する方が賢明である．

　最後に「では，いかにして英語を『自分のことぱ』にするか」について，以下の提案をすること

で本稿を終ることにする，

　1）今までのＬＬ等の音声重視から一歩進んで，「音声十映像」の重視というソフトウェアを確

立し，それを16m等のハードウェアで十分に活用すること．これは入門期に集中的に学習の主体と

して行なうことが最も望ましい.
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　2）第二次世界大戦中の米軍による短期集中外国語訓練の実績を賞讃するだけに終らせず，その

方式を，大学に於ける専門教育の場で，出来る限り具体的に実践すること．例えば，英語・英文学

専攻生を，入学と同時に適当な｀短期集中訓練所″に入所させ，数ケ月間その中で｀カンズメ″教

育をする等の構想は，関係者の゛ヤル気″さえあれば，十分に実現可能と考えられる．特に文部省

は，全国の国立大学の中にある英語・英文学関係の学科に所属する学生の為に，この種の研修の場

を考えるべきである，各大学に任せず，全国立大学共同のセンターを日本中のどこか適当な場所に

設立し，関係学生を｀入学と同時に″入所させ，いつも問題になる一般教育も可能な限り当該セン

ターに於て有資格の英米人等が学習目標の英語で行なう．これは決して不可能な構想ではないはず

である．

　　鮭

（1）本稿は,第７回「西日本言語学会」（1977年９月17日,於広島文教女子大学）で“To be a reader or a

　　decipherer. that is the question; Look back in anger， and look forward with hope.’と題し

　　て口頭発表したものに基づく.

（2）『日本語教育』（1973），日本語教育学会を参照されたい.

13）参考のため以下掲載しておく．ロシア語が「読める」諸兄のコメントを望む次第である，
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